
芸術教養課程

履修系統図
ディプロマ・ポリシー 
DP1：豊かな知識・教養に基づく高い倫理観
DP2：世界の現状を理解し、説明する力

DP3：論理的・批判的思考力
DP4：問題発見・解決力
DP5：挑戦力

DP6：コミュニケーション力
DP7：リーダーシップ・協働力
DP8：省察力

選択必修科目 ※１ 留学生のみ履修可。
※２ 以下の制度を利用して海外研修等に参加し，所定の手続きを完了することで単位を認定します。

必修科目 選択科目

目
科
養
教
術
芸

学修到達目標

4年次

前期 後期前期 後期

1年次

前期 後期

2年次

前期 後期

3年次

目
科
語
国
外

目
科
育
体
健
保

目
科
育
教
通
共
学
全

応用英語Ⅰ 応用英語Ⅱ
応用英語Ⅲ 応用英語Ⅳ
応用英語Ⅴ 応用英語Ⅵ
応用英語Ⅶ 応用英語Ⅷ

実践ドイツ語Ⅰ 実践ドイツ語Ⅱ
実践ドイツ語Ⅲ 実践ドイツ語Ⅳ
実践フランス語Ⅰ 実践フランス語Ⅱ
実践フランス語Ⅲ 実践フランス語Ⅳ
実践イタリア語Ⅰ 実践イタリア語Ⅱ

実践中国語Ⅰ 実践中国語Ⅱ

※1 実践日本語Ⅰ ※1 実践日本語Ⅱ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ
スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅱ
ラテン語Ⅰ ラテン語Ⅱ

DP1
科学的，多角的視点から物事を考え
る方法を学び，生涯にわたって自己
の健康を保持増進する力を養うとと
もに，芸術活動の主体であるヒト，身
体への豊かな知識を身につける。

DP1、DP2、DP3、DP4、DP5、
DP6、DP7、DP8
大学での学びに必要とされる基礎的な能
力をグループワークを通して養う。また
世界の中での日本の伝統文化，社会，自然，
環境，などを理解して，自らが現代にお
ける問題提起を行うために必要な，技能，
態度，知識等の基礎的教養を身に付ける。

DP5、DP6、DP7、DP8
各種スポーツを通して，身体への理
解を深め，身体表現やコミュニケー
ション力を養い，創作活動および社
会貢献できる力を身につける。

DP1、DP4、DP5
諸芸術の最新情報や先端的な技術を
学び，専門分野の未来へ向けた問題

解決力を培う。

DP1、DP2、DP3、DP4、DP5
諸芸術を支える文化と科学，芸術の
根本的な性質や現代的な領域を多彩
な角度から学び，芸術を専門として
学ぶことに向けた基礎的教養を身に
つける。

DP1、DP2、DP3、DP4、DP5、
DP6、DP7、DP8
卒業制作や論文に取り組む際に必要
となる豊かな教養を滋養し、論理的
な批判力および省察力を身に付け
る。芸術を通して問題を発見し、そ
の解決に向けて他者と交流して、解
決策を創造する事に挑戦する。

DP3、DP4、DP5、DP6、DP7、DP8
諸芸術の様々な研究方法を身につけ，
自分の考えを論理的に表現できるよ
うにする。また，外国語で直接，文化・
社会・芸術を理解できるようにする。

DP1、DP2、DP3、DP6
外国語を実践的に学び，運用能力を
段階的に高める。異文化に触れ，思
考力を磨き，理解を深める。海外の
諸芸術分野でも活躍できるようにコ
ミュニケーション力を養い，国際社
会に貢献する。

知の探究Ⅰ 知の探究Ⅱ
ロゴスの探究Ⅰ ロゴスの探究Ⅱ
エチカの探究Ⅰ エチカの探究Ⅱ
文学の世界Ⅰ 文学の世界Ⅱ

東アジア世界の考古学Ⅰ 東アジア世界の考古学Ⅱ
法と政治 法と政治
日本国憲法 日本国憲法

社会現象の解読Ⅰ 社会現象の解読Ⅱ
芸術文化の経済Ⅰ 芸術文化の経済Ⅱ
人間の心理Ⅰ 人間の心理Ⅱ
芸術と心理Ⅰ 芸術と心理Ⅱ
数学的思考の探究Ⅰ 数学的思考の探究Ⅱ

情報Ⅰ 情報Ⅱ
自然科学Ⅰ 自然科学Ⅱ
自然の探究Ⅰ 自然の探究Ⅱ
美学Ⅰ 美学Ⅱ
美学Ⅲ 美学Ⅳ
芸術学Ⅰ 芸術学Ⅱ
芸術学Ⅲ 芸術学Ⅳ

芸術の思想と表現Ⅰ 芸術の思想と表現Ⅱ
メディア・リテラシーⅠ メディア・リテラシーⅡ
言葉のしくみ
芸術文化と福祉
民俗芸能文化論
シナリオ分析
歴史と文化
音楽と情報
色彩の基礎
アートと教育

形象文化論
表演芸術論
日本の芸能史
メディア芸術論
モード論

健康・スポーツ科学 健康・スポーツ科学

体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ 体育実技Ⅲ 体育実技Ⅳ 体育実技Ⅴ 体育実技Ⅵ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語Ⅲ 英語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅳ
フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ
フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ
イタリア語Ⅰ イタリア語Ⅱ
イタリア語Ⅲ イタリア語Ⅳ
中国語Ⅰ 中国語Ⅱ
中国語Ⅲ 中国語Ⅳ

※1 日本語Ⅰ ※1 日本語Ⅱ
※1 日本語Ⅲ ※1 日本語Ⅳ

英語Ⅴ 英語Ⅵ
英語Ⅶ 英語Ⅷ

ドイツ語Ⅴ ドイツ語Ⅵ
ドイツ語Ⅶ ドイツ語Ⅷ
フランス語Ⅴ フランス語Ⅵ
フランス語Ⅶ フランス語Ⅷ
イタリア語Ⅴ イタリア語Ⅵ
イタリア語Ⅶ イタリア語Ⅷ
中国語Ⅴ 中国語Ⅵ
中国語Ⅶ 中国語Ⅷ

※1 日本語Ⅴ ※1 日本語Ⅵ
※1 日本語Ⅶ ※1 日本語Ⅷ

芸術総合講座Ⅵ
芸術総合講座Ⅶ 芸術総合講座Ⅹ
芸術総合講座Ⅷ

芸術と身体 芸術と身体
Culture and Society Culture and Society

※２　海外語学研修Ⅰ，海外語学研修Ⅱ，海外語学研修Ⅲ，海外語学研修Ⅳ
※３　検定英語，検定ドイツ語，検定フランス語，検定イタリア語，検定中国語

自主創造の基礎１ 自主創造の基礎２

日本を考える

芸術特殊研究 芸術特殊研究 芸術理論研究
芸術理論演習Ⅰ 芸術理論演習Ⅱ
芸術批評演習Ⅰ 芸術批評演習Ⅱ
芸術リサーチ演習Ⅰ 芸術リサーチ演習Ⅱ

※３ 検定試験による認定科目です。「単位認定基準」に従い，所定の手続きを完了することで単位を認定します。

必修科目 選択科目

目
科
語
国
外

目
科
育
体
健
保

応用英語Ⅲ 応用英語Ⅳ
応用英語Ⅴ 応用英語Ⅵ
応用英語Ⅶ 応用英語Ⅷ

実践ドイツ語Ⅰ 実践ドイツ語Ⅱ
実践ドイツ語Ⅲ 実践ドイツ語Ⅳ
実践フランス語Ⅰ 実践フランス語Ⅱ
実践フランス語Ⅲ 実践フランス語Ⅳ
実践イタリア語Ⅰ 実践イタリア語Ⅱ

実践中国語Ⅰ 実践中国語Ⅱ

※1 実践日本語Ⅰ ※1 実践日本語Ⅱ

韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ
スペイン語Ⅰ スペイン語Ⅱ
ラテン語Ⅰ ラテン語Ⅱ

DP1
科学的，多角的視点から物事を考え
る方法を学び，生涯にわたって自己
の健康を保持増進する力を養うとと
もに，芸術活動の主体であるヒト，身
体への豊かな知識を身につける。

DP5、DP6、DP7、DP8
各種スポーツを通して，身体への理
解を深め，身体表現やコミュニケー
ション力を養い，創作活動および社
会貢献できる力を身につける。

外国語を実践的に学び，運用能力を
段階的に高める。異文化に触れ，思
考力を磨き，理解を深める。海外の
諸芸術分野でも活躍できるようにコ
ミュニケーション力を養い，国際社
会に貢献する。

健康・スポーツ科学 健康・スポーツ科学

体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ 体育実技Ⅲ 体育実技Ⅳ 体育実技Ⅴ 体育実技Ⅵ

英語Ⅲ 英語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅳ
フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ
フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ
イタリア語Ⅰ イタリア語Ⅱ
イタリア語Ⅲ イタリア語Ⅳ
中国語Ⅰ 中国語Ⅱ
中国語Ⅲ 中国語Ⅳ

※1 日本語Ⅰ ※1 日本語Ⅱ
※1 日本語Ⅲ ※1 日本語Ⅳ

英語Ⅶ 英語Ⅷ

ドイツ語Ⅴ ドイツ語Ⅵ
ドイツ語Ⅶ ドイツ語Ⅷ
フランス語Ⅴ フランス語Ⅵ
フランス語Ⅶ フランス語Ⅷ
イタリア語Ⅴ イタリア語Ⅵ
イタリア語Ⅶ イタリア語Ⅷ
中国語Ⅴ 中国語Ⅵ
中国語Ⅶ 中国語Ⅷ

※1 日本語Ⅴ ※1 日本語Ⅵ
※1 日本語Ⅶ ※1 日本語Ⅷ

※２　海外語学研修Ⅰ，海外語学研修Ⅱ，海外語学研修Ⅲ，海外語学研修Ⅳ
※３　検定英語，検定ドイツ語，検定フランス語，検定イタリア語，検定中国語

連携型プロジェクトⅠ
連携型プロジェクトⅡ
連携型プロジェクトⅢ

共通専門教育科目（各学科共通）

全学共通教育科目 論文・制作
　卒業

必修科目 選択科目

●C 表現技術部門
DP5、DP6、DP7、
DP8 
音楽演奏や音楽制作
の表現手段を身につ
けることにより、作品
発表への挑戦力を養
う。また、アンサンブ
ルを通して、コミュニ
ケーション力、協働力、
省察力などの社会性を
養うことを目標とす
る。

品
作
業
卒

音楽療法研究Ⅰ 音楽療法研究Ⅱ

キーボード・
ハーモニーⅠ

ボーカル・
トレーニングⅠ

和声Ⅰ 和声Ⅲ

ピアノデュオⅠ

フーガⅠ

作曲Ⅰ 作曲Ⅲ

副科声楽Ⅰ 副科声楽Ⅲ

副科ピアノⅠ 副科ピアノⅢ

ソルフェージュⅠ ソルフェージュⅢ

合唱Ⅰ 合唱Ⅲ

伴奏法Ⅰ

オペラⅠ

副科弦楽器Ⅰ

副科管打楽器Ⅰ

オーケストラⅠ

吹奏楽Ⅰ

室内楽Ⅰ

音楽療法演習Ⅰ

音楽共同制作

指揮法演習Ⅰ

プロジェクトⅠ プロジェクトⅢ

和声Ⅱ 和声Ⅳ

ピアノデュオⅡ

フーガⅡ

作曲Ⅱ 作曲Ⅳ

副科声楽Ⅱ 副科声楽Ⅳ

副科ピアノⅡ 副科ピアノⅣ

ソルフェージュⅡ ソルフェージュⅣ

合唱Ⅱ 合唱Ⅳ

伴奏法Ⅱ

オペラⅡ

副科弦楽器Ⅱ

副科管打楽器Ⅱ

オーケストラⅡ

吹奏楽Ⅱ

室内楽Ⅱ

音楽療法演習Ⅱ

指揮法演習Ⅱ

プロジェクトⅡ プロジェクトⅣ

キーボード・
ハーモニーⅡ

ボーカル・
トレーニングⅡ

デジタル
コンテンツ制作Ⅰ

デジタル
コンテンツ制作Ⅱ

副科弦楽器Ⅲ

副科管打楽器Ⅲ

オーケストラⅢ

吹奏楽Ⅲ

室内楽Ⅲ

副科弦楽器Ⅳ

副科管打楽器Ⅳ

オーケストラⅣ

吹奏楽Ⅳ

室内楽Ⅳ

教育用楽器等
合奏法Ⅰ

教育用楽器等
合奏法Ⅱ

ピアノ
デュオⅢ

ピアノ
デュオⅣ

和声Ⅴ

編曲法Ⅰ

作曲Ⅴ 作曲Ⅶ

合唱Ⅶ

副科声楽Ⅴ

副科ピアノⅤ

ソルフェージュⅤ

合唱Ⅴ

特殊鍵盤楽器Ⅰ

伴奏法Ⅲ

オペラⅢ

音楽教材演習Ⅰ

音楽療法実習Ⅰ

和声Ⅵ

編曲法Ⅱ

作曲Ⅵ 作曲Ⅷ

合唱Ⅷ

副科声楽Ⅵ

副科ピアノⅥ

ソルフェージュⅥ

合唱Ⅵ

特殊鍵盤楽器Ⅱ

伴奏法Ⅳ

オペラⅣ

音楽教材演習Ⅱ

音楽療法実習Ⅱ

オーケストラⅤ

吹奏楽Ⅴ

室内楽Ⅴ

オーケストラⅥ

吹奏楽Ⅵ

室内楽Ⅵ

特殊鍵盤
楽器Ⅲ

特殊鍵盤
楽器Ⅳ

オペラⅤ オペラⅥ

吹奏楽Ⅶ 吹奏楽Ⅷ

室内楽Ⅶ 室内楽Ⅷ

オーケ
ストラⅦ

オーケ
ストラⅧ

必修科目 選択科目

●C 表現技術部門
DP5、DP6、DP7、
DP8 
音楽演奏や音楽制作
の表現手段を身につ
けることにより、作品
発表への挑戦力を養
う。また、アンサンブ
ルを通して、コミュニ
ケーション力、協働力、
省察力などの社会性を
養うことを目標とす
る。

品
作
業
卒

音楽療法研究Ⅰ 音楽療法研究Ⅱ

キーボード・
ハーモニーⅠ

ボーカル・
トレーニングⅠ

和声Ⅰ 和声Ⅲ

ピアノデュオⅠ

フーガⅠ

作曲Ⅰ 作曲Ⅲ

副科声楽Ⅰ 副科声楽Ⅲ

副科ピアノⅠ 副科ピアノⅢ

ソルフェージュⅠ ソルフェージュⅢ

合唱Ⅰ 合唱Ⅲ

伴奏法Ⅰ

オペラⅠ

副科弦楽器Ⅰ

副科管打楽器Ⅰ

オーケストラⅠ

吹奏楽Ⅰ

室内楽Ⅰ

音楽療法演習Ⅰ

音楽共同制作

指揮法演習Ⅰ

プロジェクトⅠ プロジェクトⅢ

和声Ⅱ 和声Ⅳ

ピアノデュオⅡ

フーガⅡ

作曲Ⅱ 作曲Ⅳ

副科声楽Ⅱ 副科声楽Ⅳ

副科ピアノⅡ 副科ピアノⅣ

ソルフェージュⅡ ソルフェージュⅣ

合唱Ⅱ 合唱Ⅳ

伴奏法Ⅱ

オペラⅡ

副科弦楽器Ⅱ

副科管打楽器Ⅱ

オーケストラⅡ

吹奏楽Ⅱ

室内楽Ⅱ

音楽療法演習Ⅱ

指揮法演習Ⅱ

プロジェクトⅡ プロジェクトⅣ

キーボード・
ハーモニーⅡ

ボーカル・
トレーニングⅡ

デジタル
コンテンツ制作Ⅰ

デジタル
コンテンツ制作Ⅱ

副科弦楽器Ⅲ

副科管打楽器Ⅲ

オーケストラⅢ

吹奏楽Ⅲ

室内楽Ⅲ

副科弦楽器Ⅳ

副科管打楽器Ⅳ

オーケストラⅣ

吹奏楽Ⅳ

室内楽Ⅳ

教育用楽器等
合奏法Ⅰ

教育用楽器等
合奏法Ⅱ

ピアノ
デュオⅢ

ピアノ
デュオⅣ

和声Ⅴ

編曲法Ⅰ

作曲Ⅴ 作曲Ⅶ

合唱Ⅶ

副科声楽Ⅴ

副科ピアノⅤ

ソルフェージュⅤ

合唱Ⅴ

特殊鍵盤楽器Ⅰ

伴奏法Ⅲ

オペラⅢ

音楽教材演習Ⅰ

音楽療法実習Ⅰ

和声Ⅵ

編曲法Ⅱ

作曲Ⅵ 作曲Ⅷ

合唱Ⅷ

副科声楽Ⅵ

副科ピアノⅥ

ソルフェージュⅥ

合唱Ⅵ

特殊鍵盤楽器Ⅱ

伴奏法Ⅳ

オペラⅣ

音楽教材演習Ⅱ

音楽療法実習Ⅱ

オーケストラⅤ

吹奏楽Ⅴ

室内楽Ⅴ

オーケストラⅥ

吹奏楽Ⅵ

室内楽Ⅵ

特殊鍵盤
楽器Ⅲ

特殊鍵盤
楽器Ⅳ

オペラⅤ オペラⅥ

吹奏楽Ⅶ 吹奏楽Ⅷ

室内楽Ⅶ 室内楽Ⅷ

オーケ
ストラⅦ

オーケ
ストラⅧ

必修科目 選択科目

●C 表現技術部門
DP5、DP6、DP7、
DP8 
音楽演奏や音楽制作
の表現手段を身につ
けることにより、作品
発表への挑戦力を養
う。また、アンサンブ
ルを通して、コミュニ
ケーション力、協働力、
省察力などの社会性を
養うことを目標とす
る。

品
作
業
卒

音楽教育研究Ⅰ

音楽療法研究Ⅰ 音楽療法研究Ⅱ

音楽教育研究Ⅱ 音楽教育研究Ⅲ 音楽教育研究Ⅳ 音楽教育研究Ⅴ 音楽教育研究Ⅵ

キーボード・
ハーモニーⅠ

ボーカル・
トレーニングⅠ

和声Ⅰ 和声Ⅲ

ピアノデュオⅠ

フーガⅠ

作曲Ⅰ 作曲Ⅲ

副科声楽Ⅰ 副科声楽Ⅲ

副科ピアノⅠ 副科ピアノⅢ

ソルフェージュⅠ ソルフェージュⅢ

合唱Ⅰ 合唱Ⅲ

伴奏法Ⅰ

オペラⅠ

副科弦楽器Ⅰ

副科管打楽器Ⅰ

オーケストラⅠ

吹奏楽Ⅰ

室内楽Ⅰ

音楽療法演習Ⅰ

音楽共同制作

指揮法演習Ⅰ

プロジェクトⅠ プロジェクトⅢ

和声Ⅱ 和声Ⅳ

ピアノデュオⅡ

フーガⅡ

作曲Ⅱ 作曲Ⅳ

副科声楽Ⅱ 副科声楽Ⅳ

副科ピアノⅡ 副科ピアノⅣ

ソルフェージュⅡ ソルフェージュⅣ

合唱Ⅱ 合唱Ⅳ

伴奏法Ⅱ

オペラⅡ

副科弦楽器Ⅱ

副科管打楽器Ⅱ

オーケストラⅡ

吹奏楽Ⅱ

室内楽Ⅱ

音楽療法演習Ⅱ

指揮法演習Ⅱ

プロジェクトⅡ プロジェクトⅣ

キーボード・
ハーモニーⅡ

ボーカル・
トレーニングⅡ

デジタル
コンテンツ制作Ⅰ

デジタル
コンテンツ制作Ⅱ

副科弦楽器Ⅲ

副科管打楽器Ⅲ

オーケストラⅢ

吹奏楽Ⅲ

室内楽Ⅲ

副科弦楽器Ⅳ

副科管打楽器Ⅳ

オーケストラⅣ

吹奏楽Ⅳ

室内楽Ⅳ

教育用楽器等
合奏法Ⅰ

教育用楽器等
合奏法Ⅱ

ピアノ
デュオⅢ

ピアノ
デュオⅣ

和声Ⅴ

編曲法Ⅰ

作曲Ⅴ 作曲Ⅶ

合唱Ⅶ

副科声楽Ⅴ

副科ピアノⅤ

ソルフェージュⅤ

合唱Ⅴ

特殊鍵盤楽器Ⅰ

伴奏法Ⅲ

オペラⅢ

音楽教材演習Ⅰ

音楽療法実習Ⅰ

和声Ⅵ

編曲法Ⅱ

作曲Ⅵ 作曲Ⅷ

合唱Ⅷ

副科声楽Ⅵ

副科ピアノⅥ

ソルフェージュⅥ

合唱Ⅵ

特殊鍵盤楽器Ⅱ

伴奏法Ⅳ

オペラⅣ

音楽教材演習Ⅱ

音楽療法実習Ⅱ

オーケストラⅤ

吹奏楽Ⅴ

室内楽Ⅴ

オーケストラⅥ

吹奏楽Ⅵ

室内楽Ⅵ

特殊鍵盤
楽器Ⅲ

特殊鍵盤
楽器Ⅳ

オペラⅤ オペラⅥ

吹奏楽Ⅶ 吹奏楽Ⅷ

室内楽Ⅶ 室内楽Ⅷ

オーケ
ストラⅦ

オーケ
ストラⅧ

DP４、DP５、DP６、DP７、DP８
全学共通教育科目や各学科専門科目を通
して学んだ理論と実践を発展させ、学科
の垣根を超えた連携型プロジェクトによ
る創造活動で体現化し，より専門的な技
術・創造力を養う。また、プロジェクト
を動かすリーダーシップ・協働力、高い
コミュニケーション力などの社会性を養
い、社会に対して提案し自ら道を切りひ
らいていく力を修得する。

必修科目 選択科目

●C 表現技術部門
DP5、DP6、DP7、
DP8 
音楽演奏や音楽制作
の表現手段を身につ
けることにより、作品
発表への挑戦力を養
う。また、アンサンブ
ルを通して、コミュニ
ケーション力、協働力、
省察力などの社会性を
養うことを目標とす
る。

音楽療法研究Ⅰ

キーボード・
ハーモニーⅠ

ボーカル・
トレーニングⅠ

和声Ⅰ 和声Ⅲ

フーガⅠ

作曲Ⅰ 作曲Ⅲ

副科声楽Ⅰ 副科声楽Ⅲ

副科ピアノⅠ 副科ピアノⅢ

ソルフェージュⅠ ソルフェージュⅢ

合唱Ⅰ 合唱Ⅲ

伴奏法Ⅰ

オペラⅠ

副科弦楽器Ⅰ

副科管打楽器Ⅰ

オーケストラⅠ

吹奏楽Ⅰ

室内楽Ⅰ

音楽療法演習Ⅰ

指揮法演習Ⅰ

プロジェクトⅠ

和声Ⅱ 和声Ⅳ

フーガⅡ

作曲Ⅱ 作曲Ⅳ

副科声楽Ⅱ 副科声楽

副科ピアノⅡ 副科ピア

ソルフェージュⅡ ソルフェージュⅣ

合唱Ⅱ 合唱Ⅳ

伴奏法

オペラ

副科弦楽器Ⅱ

副科管打楽器Ⅱ

オーケストラⅡ

吹奏楽Ⅱ

室内楽Ⅱ

指揮法演

プロジェクトⅡ

キーボード・
ハーモニーⅡ

ボーカル・
トレーニングⅡ

デジタル
コンテンツ制作Ⅰ

デジタル
コンテンツ制作Ⅱ

副科弦楽器Ⅲ

副科管打楽器Ⅲ

オーケストラⅢ

吹奏楽Ⅲ

室内楽Ⅲ

副科弦楽

副科管打楽器Ⅳ

オーケストラⅣ

吹奏楽

室内楽

教育用楽器等
合奏法Ⅰ

教育用楽
合奏法

栗林健太
長方形


